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剛

序(
1
)

日
蓮
上
人
の
開
目
抄
に

「発
迹
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、
真
の

一
念
三
千
も

あ
ら
わ
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
」
、
と
示
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

御
遺
文
中

「
発
迹
顕
本
」
と
い
う
聖
語
は
唯
こ
の
開
目
抄
だ
け
で
あ

(
2
)

り
ま
す
。

顕
本
と
し
て
の
類
語
に
は

「開
迹
顕
本
」
「彿

迹
顕

本
」
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
使
命
を
持
つ
て
い
る
顕
本
で
あ
り
ま
す
。

日
蓮
上
人
は

「法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
及
ば
ざ
れ
ど
も
、

慈
悲
の
過
れ
た
る
事
は
恐
れ
を
懐
き
ぬ
べ
し
」
、
と
仰
せ
ら
れ

て
お
ら

れ
ま
す
か
ら
、
末
弟
と
し
て
は

一
往
天
台
伝
教
等
の
御
著
述
に
依
る
を

至
当
と
思

ひ
天
台
の
三
大
部
を
開
い
て
見
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
書
見
で
は

あ
り
ま
す

が
拾
ひ
読
み
を
し
て
見
ま
す
と
、
「発
迹
顕

本
」
と
い
う
語

源
は

「
涌
出
品
」
の

「如
来
今
欲
顕
発
宣
示
諸
仏
智
慧
」
の
文
中
顕
発

の
二
字
に
本
迹
の
二
字
を
附
し
て
、
「発
迹
顕
本
」
と
の
成

語

で
あ

る

と
判
断
し
て
諸
仏
の
智
慧
は
発
迹
、
本
仏
の
智
慧
は
顕
本

と
判
断

し

て
、
本
仏

の
智
慧
は
寿
量
品
に
於

い
て
開
顕
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
先

づ
そ
の
準
備
と
し
て
涌
出
品
に
於

い
て
諸
仏
の
智
慧
を
開
顕
し
、
諸
仏

の
智
慧
に
依
て
諸
菩
薩
が
仏
智
見
を
開
く
、
菩
薩

の
仏
智
見
を
開
か
ん

と
す
る
努
力
が
、
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
仏
道
修
行
と
な
つ
て
十
界
成

仏
の
道
が
自
然
に
開
け
て
来
る
。
二

大
事
因
縁
故
出
現
於

世
」
と
説

か
れ
た
主
旨
も

一
見
し
て
明
了
と
な
る
。
そ
れ
で
日
蓮
上
人
は
開
目
抄

に

「発
迹
顕
本
せ
ざ
れ
ば
真
の

一
念
三
千
も
あ
ら
わ
れ
ず
、
水
中
の
月

を
見
る
が
如
く
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
、
根
な
し
草
の
波
に
浮
ぶ
が

如
し
」
、
と
書
き
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

二

仏
知
見

(3
)

仏
知
見
と
は
い
か
な
る
知
見
か
を
み
る
に

「法
華
玄
義
」
の
体
玄
義

に
於
い
て

体
字
訓
レ礼
礼
法
也
、
各
親
二其
親
一
、各
子
二其
子
一
、君
臣
樽
レ節
、
若
無
レ
礼

者
則
非
レ法
也
、

出
世
法
体
亦
復
如
レ是
、
豊
量
心凡
聖
菩
薩
仏
、
一
切
不
レ出
二法
性
一
、正
指
二実

相
-以
為
二正
体
一也
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ノ

ハ

故
寿
量

品
云
、
不
如
三
界
見
於
三
界
、

非
如
非
異
若
三
界
人

見
三
二
界

一
為
レ

異
、

二
乗

人
見
二
於

三
界

一為
レ
如
、

菩
薩
人
見
二
三
界

一亦
如
亦
異
、

仏
見
二
三

界

一非
如
非
異
、

讐
照
二
如
異

↓
今
取
二
仏
所
見

一
、為
二
実
相
正
体

一也

妙
楽
釈
箋

に
云
く
、

(4
)
取
二寿
量
所
見
一与
二方
便
実
相
体
一同
、
所
見
者
経
云
、
如
斯
之
事
如
来
明

見
、
正
明
三佛
有
二能
見
之
徳
噛
故
須
レ云
レ見
、
取
二所
見
辺
一以
証
体
同
、
経

中
広
明
二如
来
如
実
知
見
等
相
一云
云

此
の
文
を
読
む
に
注
意
す
べ
き
は
、
三
界
を
中
心
に
於

い
て
智
見
を
以

て
認
識
す

る
事
で
あ
る
。
三
界
は
国
土
世
間
で
あ
る
。
国
土
世
間
は
依

報
で
あ
る
。
三
界
の
人
は
同
居
土
に
い
て
同
居
土
を
見
て
い
る
故
に
、

各

々
そ
の
住
処
が
異
て
い
る
、
そ
れ
を
見
て

い
る
凡
夫

は
情
見

で
あ

る
。
二
乗
は
三
界
の
国
土
世
間
を
如
と
見
る
。
有
も
無
に
ひ
と
し
き
も

の
、
因
縁
和
合
の
世
界
も
す
べ
て
無
に
帰
し
て
如
と
見
て
い
る
。
菩
薩

は
三
界
の
国
土
世
間
を
見
る
時
、

居
住
の
依
報
は
正
報
の
暮
し
方
に
依

て
地
獄
も
あ
り
と
い
う
見
地
に
立
つ
て
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
修
行
道

場
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
仏
は
三
界
を
見
て
非
実
非
虚
非
如
非
異
不
如

三
界
見
於

三
界
如
斯
之
事
如
来
明
見
無
有
錯
謬
と
説
か
れ
て
依
報

の
と

ら
え
方
よ
り
、
正
報
の
当
体
を
観
察
す
べ
く
示
さ
れ
た
。
故
は
天
台
は

(5
)

体
玄
義
の
実
体
を
示
す
時
、
別
行
経
序
に
於
い
て
は
妙
者
妙
名
不
可
思

議
也
、
所
言
法
者
十
界
十
如
権
実
之
法
也
、
と
正
報
を
挙
げ
て
実
相
の

(
6
)

当
体
を
示
し
、
七
番
共
解
能
化
の
実
事
を
示
す
時
に
は
依
報
の
国
土
世

間
の
三
界
即
ち
欲
界
色
界
無
色
界
の
所
見
を
挙
げ
て
、
正
報
人
の
能
見

の
知
識
の
度
合
を
示
し
た
事
は
実
に
巧
妙
な
掲

示
だ
と
思
う
。

つ
ま
り

一
水
四
見
の
智
見
で
あ
る
。
妙
楽
大
師
が
、
寿
量
晶
の
益
物
所
宜
を
明

(
7
)

す

一
段
に
対
し
て
、
「量
(離
二伽
耶

一別
求
二常
寂
↓
非
三
寂
光
外
別
有
二娑

婆

こ

即
ち
仏
智
見
を
開

い
て
見
る
時
は
、
娑
婆
即
寂
光
即
身
成
仏

の

大
覚
に
達
し
た
時
、

此
の
境
地
を
自
然
に
躰

得

す
る
と
云
う

の
で
あ

る
。
こ
れ
を
寿
量
品
の
十
重
顕
本

の
中
の
開
 
顕
本
を
中
心
と
し
て
見

る
時
、
そ
の
知
見
を
正
し
く
体
得
す
る
為
に
は
、

そ
の
準
備
智
見
と
し

て
諸
仏
の
発
迹
顕
本
を
説
き
納
得
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
の
で
、

天
台
は
本
門
の
十
妙
を
釈
す
る
に
十
科
を
建
て
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
第

六
に
三
世
料
簡
の

一
科
、
第

一
が
発
迹
顕
本
で
あ
る
。

三

発
迹
顕

本

の
依
文

(
8
)

第
六
約
二三
世
一料
簡
者
文
云
、
如
来
自
在
神
通
之
力
、
如
来
大
勢
威
猛
之

力
、
如
来
師
子
奮
迅
之
力
、
即
是
三
世
益
物
之
文

若
過
去
最
初
所
証
権
実
之
法
名
為
レ本
也
。

従
二本
証
一已
後
方
便
化
レ他
開
三
顕

一
。

発
迹
顕
本
者
還
指
二最
初
一為
レ本
。

今
日
発
迹
顕
本
亦
指
三
最
初
一為
レ本
。

未
来
発
本
顕
 
亦
指
二最
初
一為
レ本
。

三
世
乃
殊
砒
盧
遮
那

一
本
不
レ異
。

如
三百
千
枝
葉
同
趣
二
根
一云
云
。

過
去
最
初
所
証
権
実
之
法
名
為
本
と
は
、
釈
尊

の
自
覚
で
あ
る
中
間
今

発
迹
顕

本
に
就

い
て

(
林
)

三
四
五

-827-



発
迹
顕
本

に
就

い
て

(
林
)

三
四
六

日
の
発
迹
顕
本
は
覚
他
で
あ
る
。
未
来
の
発
本
顕
迹
は
寿
量
開
顕
久
遠

実
成
の
教
主
釈
尊
を
会
得
し
て
覚
満
の
智
見
に
得
入
無
上
道
し
た
所
が

成
仏
の
境
界
で
あ
る
。
自
覚
覚
他
覚
満
の
仏
陀
の
境
界
と
神
力
品
の
通

一
仏
土
の
統
一
体
の
仏
国
土
が
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
釈
尊
は
そ
の
仏

国
土
を
建
設
す
べ
く
努
力
さ
れ
て
い
る
事
が
仏
陀
で
あ
る
。

四

法
華
経
に
於
け
る
発
迹
顕
本

(
9
)

一
、
法
華
経
序
晶
の
八
王
子
の
発
大
乗
意
が
第

一
号
で
あ
る
と
文
句

に
示
さ
れ

て
あ
り
ま
す
。
大
乗
と
は
菩
薩
行
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
事

で
す
。
随

て
文
殊
は
八
王
子
を
教
化
し
た
妙
光
で
あ
り
、

八
百
の
弟
子

の
中
の
求
名
と
云
う
人
は
弥
勒
、
君
だ
よ
、
八
王
子
が
大
乗
心
を
発
願

し
た
の
で
今
日
仏
陀
人
定

の
事
を
答
え
る
事
が
出
来
る
。
必
ず
今
日
も

発
大
乗
意

の
人
の
為
に
法
華
経
を
説
か
れ
る
準
備
で
あ
る
三
世
説
法
の

儀
式
で
あ
る
。
本
光
瑞
如
此
と
発
迹
顕
本
さ
れ
た
。

二
、
三
界
の
支
配
主
に
就
い
て
の
発
迹
顕
本
、
所
謂
国
土
世
間
の
支

(
1
0
)

配
主
の
問
題
で
あ
る
。
文
句
に

「云
経
梵
魔
等
者
、
梵
即
色
主
亦
三
界

主
、
魔
為
欲
主
云
云
」
。
梵
天
王
は
梵
天
の
主
で
あ
り
、
ま
た
欲
界
色

界
無
色
界

の
主
で
も
あ
る
。
魔
は
欲
界
の
主
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
仏
は

響
喩
品
に

「今
此
三
界
皆
是
我
有
」
と
宣
言
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
は
八

相
成
道
の
時
降
魔
の

一
相
を
し
て
欲
界
の
主
は
追
払
わ
れ
て
五
百
塵
点

劫
以
前
よ
り
仏
陀
が
界
主
で
あ
り
、
「
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
、
而
今
此

処
多
諸
患
難
唯
我

一
人
能
為
救
護
」
と
発
迹
顕
本
さ
れ
た
。

三
、
舎
利
弗
の
発
迹
顕
本

(
1
1
)

舎
利
弗
尊
者
は
智
恵
第

一
と
云
わ
れ
た
仏
弟
子

で
あ
る
故
に
仏
は
従

三
昧
安
詳
而
起
舎
利
弗
よ
と
云
わ
れ
諸
仏
智
慧
甚
深
無
量
其
智
慧
門
難

解
難
入
で
あ
り
、
そ
の
智
慧
で
は
と
て
も
及
ば
ぬ
。
吾
れ
で
さ
え
成
仏

己
来
大
変
な
努
力
で
あ
る
と
引
導
衆
生
令
離
諸
著

と
腹
を
割

つ
て
話
し

て
五
仏
同
道
開
三
顕

一
四
十
余
年
の
諸
法
は
令
離
諸
著
の
為
で
あ

つ
た

事
が
理
解
出
来
て
同
入
法
性
の
自
己
観
念
が
誤
り
で
あ
つ
た
と
仏
陀
に

繊
悔
し
た
の
で
記
前
を
頂
き
菩
薩
行
に
入
つ
た
之

が
上
根
の
二
乗
作
仏

の
発
迹
顕
本
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

四
、
大
通
智
勝
仏
の
三
千
塵
点
の
成
仏

釈
尊
の
成
仏
の
内
証
か
ら
見
れ
ば
、

観
彼
久
遠
猶
如
今
日
で
あ
る
が

そ
れ
は
云
わ
な
い
で
、
な
お
十
六
人
の
王
子
が
父
の
説
法
ま
で
に
十
二

因
縁
生
滅
順
逆
の
法
門
を
説

い
て
聞
法
衆
に
発
大
乗
意
の
結
縁
衆
を
造

り
、
十
五
人
は
伝
法
者
と
し
て
四
方
八
方
に
出
張

し
た
が
釈
尊
は
父
の

跡
を
継

い
で
娑
婆
の
教
主
と
し
て
今
日
に
及
ん
で

い
る
の
だ
と
、
所
化

の
教
益
と
能
化
の
実
事
に
付
い
て
発
迹
顕
本
の
主
旨
を
述
べ
、
下
根
の

二
乗
作
仏
を
説
か
れ
た
の
で
す
。

(
1
3
)

五
、
内
秘
菩
薩
行
外
現
是
声
聞

の
発
迹
顕
本

こ
れ
は
富
楼
那
尊
者
の
如
き
行
為
の
人
を
挙
げ
て
、
か
り
に
表
面
は

論
に
も
く
び
に
も
か
か
ら
ん
人
で
も
菩
提
心
が
有
て
、
人
を
導
く
力
の

有
る
人
は
内
秘
菩
薩
行
外
現
是
声
聞
の
行
者
と
し
て
発
迹
顕
本
に
預
る

人
で
あ
る
。
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(
1
4
)

六
、
如
来
と
阿
難
の
発
迹
顕
本

こ
れ
は
如
来
と
阿
難
が
、
過
去
に
空
王
仏
の
処
で
修
行
中
に
誓
願
を

立

て
た
。
「
阿
難
は
常
楽
多
聞
、
我
は
常
勤
精
進
」
の
本
願
通
り
今

日

成
就
し
て
、
我
は
菩
薩
衆
に
菩
提
を
説
き
、
阿
難
は
我
が
法
を
結
集
し

て
法
蔵
を
護
つ
て
い
る
と
、
本
願

の
発
迹
顕
本
で
あ
る
。

(
1
5
)

七
、
諸
仏
の
発
迹
顕
本

涌
出
品

の
本
門
正
説
段
の
玄
関
口
に
於
け
る
釈
尊
の
御
挨
拶

の
御
言

葉
に
、
如
来
今
欲
顕
発
宣
示
、
諸
仏
智
慧
と
三
世
益
物
に
就
い
て
発
迹

顕
本
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

(
1
6
)

八
、
如
来
の
発
迹
顕
本

寿
量
晶
の
題
号
釈
に
就
い
て
如
来
者
二
仏
三
仏
本
仏
迹
仏
の
通
号
な

り
。
発
迹
顕
本
三
如
来
者
永
異
二諸
経
一
。「法
華
論
」
云

ニ

示
三現
成
二大
菩
提
無
上
一故
示
三
二
種
菩
提
-
一
応
化
菩
提
二
報
仏
菩
提
三
法

仏
菩
提(1
7
)

九
、
菩
薩
の
発
迹
顕
本

寿
量
品

の
対
告
衆
は
菩
薩
に
付
て
近
謂
の
情
見
を
持
て
い
る
者
と
い

な

い
者
と
あ
る
。
天
台
云
菩
薩
有
三
種
、
下
方
他
方
旧
住
云
云
、
下
方

ノ

即
本
日
所
化
故
無
二執
近
之
謂
一

(
1
8
)

十
、
発
本
顕
迹
の
発
迹
顕
本

こ
れ
は
寿
量
開
顕
以
後

の
本
仏
久
成
を
知

つ
た
以
後
の
仏
知
見
を
得

た
知
見
で
釈
尊
を
拝
し
、
説
法
を
考
え
る
と
筋

が
通

て
迷
う
処
が
無

い
。
そ
れ
で
分
別
功
徳
品
の

一
念
信
解
以
後
は
本
仏
の
知
見
に
依
て
信

解
す
る
の
で
本
仏
の
知
見
を
以
て
迹
門
を
見
よ
、

と
云
う
事
に
て
発
本

顕
迹
と
云
い
、
妙
楽
大
師
は

一
念
信
解
は
本
門
立
行

の
首
め
な
り
と
釈

さ
れ
て
、
寿
量
品
以
後
の
十
二
品
を
読
む
時
は
知
見
を
改
め
よ
、
と
の

御
指
導
で
あ
る
。

五

発
迹
顕
本

の
力
用

に
就

い
て

(
1
9
)ニ

ノ

ノ

ハ

モ

ス

ト

ノ

バ

ク

結
意
云
、
此
経
開
権
顕
実
四
悉
檀
大
用
最
為
二雄
猛
一発
迹
顕
本
四
悉
檀
永

リ

ニ

ノ

ニ

ハ

ソ

ヤ

ニ

異
二
衆
経

輔
何
者
迹
中
力
用
己
出
二
諸
教
一
、本
中
十
用

諸

経

無
レ
一
、
況

当
レ

ノ

ニ

ニ

ノ

ノ

ハ

ニ

ソ
ヤ

ソ
ヤ

ソ

テ

有
レ
十
、

迹

中
悉
檀
巳
出
諸
経

↓
本
中
悉
檀
諸
経

無
レ
一
、
況

有
レ
四
可
二
以
レ

ヲ

ス

シ

シ

ク

ス
ル
コ

意
推
一
、無
二煩
多
記
一
也
。

以
上
を
以
て
発
迹
顕
本
の
項
を
終
り
ま
す
。

註
、
引
用
文
は
、
日
蓮
聖
人
御
遺
文
昭
和
定
本
。
日
本
古
典
文
学
大
系
親
攣

集
日
蓮
集
。
法
華
玄
義
及
釈
識
・
法
華
文
句
及
記
。
以
上

(法
華
宗
真
門
流
宗
学
研
究
所
々
長
)

発
迹
顕
本

に
就

い
て

(
林
)

三
四
七

-829-


